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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第15期
第２四半期
連結累計期間

第16期
第２四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成25年４月１日
至平成26年３月31日

営業収益 （千円） 1,431,886 1,547,405 2,932,236

経常利益 （千円） 609,925 709,942 1,142,751

四半期（当期）純利益 （千円） 618,820 638,329 1,177,109

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 656,292 641,026 1,202,898

純資産額 （千円） 3,415,821 4,604,151 3,963,124

総資産額 （千円） 19,850,082 20,078,646 19,643,849

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 14.35 14.89 27.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 14.34 － 27.37

自己資本比率 （％） 17.2 22.9 20.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 2,358,037 △1,590,934 2,644,616

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 1,141,465 △550,915 1,111,138

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △2,202,282 △752,439 △2,994,328

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 7,804,518 4,366,483 7,269,646

 

回次
第15期
第２四半期
連結会計期間

第16期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 8.73 8.59

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含んでおりません。

３．当社は平成26年２月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。第15期の期首に当該

株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額を算定しております。

４．第16期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化

効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動が懸念されて

いたものの、政府主導による金融緩和や経済政策の効果等を背景に、緩やかな回復基調で推移しています。一方

で、新興国経済の成長鈍化といった懸念すべき事項も多いことから、本格的な景気回復までには至っておらず、依

然として先行き不透明な状況で推移しております。

このような環境の下、当社グループは金融サービスとアウトソーシングを融合させたフレックスペイメントサー

ビス（ＦＰＳ）の更なる推進を図り、「売掛債権の早期買取サービス」、「支払い業務等のアウトソーシング」、

「オーダーメイドの金融サービス」を３つの大きな事業の柱として取組んでまいりました。

当四半期においては、前連結会計年度中に新たに子会社化したアクリーティブ・メディカルサービス㈱の業績が

寄与したことにより、医療・介護分野の債権取扱高、営業収益が増加いたしました。また、連結子会社のストアー

クルーズ㈱によるレジオペレーション業務等の新規受託など、アウトソーシング事業の拡充も行ってまいりまし

た。

利益面についても、営業収益の伸長に加えて、当座貸越枠の効率的な利用による金融費用の削減や販売費及び一

般管理費の継続した抑制を行ってきたことにより、前年同四半期を上回る結果となりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、債権取扱高85,401百万円（前年同四半期比10.3％

増）、営業収益1,547百万円（前年同四半期比8.1％増）、営業利益676百万円（前年同四半期比16.9％増）、経常

利益709百万円（前年同四半期比16.4％増）、四半期純利益638百万円（前年同四半期比3.2％増）となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、買取債権の増加及び有

利子負債の返済により、前連結会計年度末に比べ2,903百万円減少し、当第２四半期連結会計期間末における資金

残高は4,366百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は1,590百万円（前年同四半期は2,358百万円の獲得）となりました。これは主に

買取債権の増加によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は550百万円（前年同四半期は1,141百万円の獲得）となりました。これは主に有

価証券の取得による支出によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は752百万円（前年同四半期比65.8％減）となりました。これは主に短期借入金

及び長期借入金の返済によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

   当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 73,282,800

計 73,282,800

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 43,427,500 43,427,500
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株で

あります。

計 43,427,500 43,427,500 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
－ 43,427,500 － 1,224,823 － 2,999
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（６）【大株主の状況】

  平成26年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱ドンキホーテホールディングス 東京都目黒区青葉台2-19-10 21,072,600 48.52

T&Y Venture Partners
業務執行組合員　吉田直樹

東京都千代田区六番町12-15 3,145,200 7.24

㈱オムニグループ 東京都千代田区麹町1-8-1 2,494,400 5.74

センコー㈱ 大阪府大阪市北区大淀中1-1-30 1,733,300 3.99

馬亜萍 東京都港区 985,100 2.27

㈱SBI証券 東京都港区六本木1-6-1 652,000 1.50

日本証券金融㈱ 東京都中央区日本橋茅場町1-2-10 501,900 1.16

三菱UFJモルガンスタンレー証券㈱ 東京都千代田区丸の内2-5-2 287,800 0.66

松井証券㈱ 東京都千代田区麹町1-4 266,000 0.61

楽天証券㈱ 東京都品川区東品川4-12-3 246,100 0.57

計 － 31,384,400 72.27

（注）上記のほか当社所有の自己株式566,800株（1.31％）があります。

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 　566,800
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　42,859,800 428,598 －

単元未満株式 普通株式　　　 　900 － －

発行済株式総数 43,427,500 － －

総株主の議決権 － 428,598 －

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に対
する所有株式数の割
合（％）

アクリーティブ㈱
千葉県市川市南八

幡4-9-1
566,800 － 566,800 1.31

計 － 566,800 － 566,800 1.31

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日から平

成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表についてＵＨＹ東京監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,269,646 4,366,483

買取債権 ※２ 10,325,879 ※２ 12,222,137

売掛金 105,822 538,522

有価証券 － 546,479

その他 1,137,799 1,610,090

流動資産合計 ※１ 18,839,147 ※１ 19,283,713

固定資産   

有形固定資産 59,125 53,429

無形固定資産   

のれん 266,304 259,204

その他 54,404 47,072

無形固定資産合計 320,709 306,276

投資その他の資産   

その他 424,866 435,227

投資その他の資産合計 ※１ 424,866 ※１ 435,227

固定資産合計 804,701 794,933

資産合計 19,643,849 20,078,646

負債の部   

流動負債   

買掛金 － 388,895

短期借入金 ※４ 3,424,790 ※４ 3,074,140

1年内返済予定の長期借入金 ※３ 525,000 ※３ 525,000

1年内償還予定の社債 300,000 300,000

未払法人税等 55,783 70,312

預り金 ※５ 196,609 ※５ 295,960

賞与引当金 22,273 27,876

その他 230,470 271,972

流動負債合計 4,754,926 4,954,157

固定負債   

長期借入金 ※３ 9,975,000 ※３ 9,712,500

社債 900,000 750,000

その他 50,798 57,838

固定負債合計 10,925,798 10,520,338

負債合計 15,680,725 15,474,495

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,224,823 1,224,823

資本剰余金 2,999 2,999

利益剰余金 2,765,242 3,403,571

自己株式 △73,684 △73,684

株主資本合計 3,919,381 4,557,710

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 40,110 53,441

為替換算調整勘定 488 △7,000

その他の包括利益累計額合計 40,599 46,441

少数株主持分 3,144 －

純資産合計 3,963,124 4,604,151

負債純資産合計 19,643,849 20,078,646

 

EDINET提出書類

アクリーティブ株式会社(E05446)

四半期報告書

 7/16



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業収益 1,431,886 1,547,405

金融費用 105,319 84,131

販売費及び一般管理費 ※ 748,050 ※ 786,964

営業利益 578,516 676,308

営業外収益   

受取利息 450 743

受取配当金 32,551 32,543

受取地代家賃 16,053 8,831

その他 1,250 5,746

営業外収益合計 50,306 47,864

営業外費用   

社債利息 8,210 6,565

賃貸費用 7,665 7,665

その他 3,021 －

営業外費用合計 18,897 14,231

経常利益 609,925 709,942

特別利益   

固定資産売却益 67,722 －

その他 13,151 －

特別利益合計 80,873 －

特別損失   

事務所移転費用 2,296 －

特別損失合計 2,296 －

税金等調整前四半期純利益 688,502 709,942

法人税、住民税及び事業税 65,186 74,391

法人税等調整額 4,495 △1,544

法人税等合計 69,681 72,846

少数株主損益調整前四半期純利益 618,820 637,095

少数株主損失（△） － △1,233

四半期純利益 618,820 638,329
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 618,820 637,095

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 37,679 13,330

為替換算調整勘定 △207 △9,399

その他の包括利益合計 37,472 3,931

四半期包括利益 656,292 641,026

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 656,292 644,170

少数株主に係る四半期包括利益 － △3,144
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 688,502 709,942

減価償却費 12,371 13,485

のれん償却額 6,279 7,100

貸倒引当金の増減額（△は減少） △130 △1,716

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,170 5,603

受取利息及び受取配当金 △33,001 △33,286

社債利息 8,210 6,565

有形固定資産売却損益（△は益） △67,722 －

買取債権の増減額(△は増加) 2,273,406 △1,909,512

売上債権の増減額（△は増加） △9,757 △432,699

長期営業債権の増減額(△は増加) 4,159 10,213

仕入債務の増減額（△は減少） － 388,895

未払金の増減額（△は減少） △13,924 16,354

預り金の増減額（△は減少） △515,671 101,283

前受収益の増減額（△は減少） △13,995 9,209

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,076 18,305

その他 120,253 △477,936

小計 2,454,074 △1,568,195

利息及び配当金の受取額 33,001 33,286

利息の支払額 △7,847 △6,203

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △121,191 △49,821

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,358,037 △1,590,934

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 － △686,000

有価証券の償還による収入 － 139,520

有形固定資産の取得による支出 △16,580 △407

有形固定資産の売却による収入 532,893 －

無形固定資産の取得による支出 － △3,795

投資有価証券の売却による収入 1,400 －

子会社の清算による収入 19,262 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入
574,676 －

差入保証金の差入による支出 △881 △234

差入保証金の回収による収入 30,695 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,141,465 △550,915

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,987,000 △339,550

長期借入金の返済による支出 － △262,500

社債の償還による支出 △150,000 △150,000

株式の発行による収入 5,274 －

自己株式の取得による支出 △73,684 －

少数株主からの払込みによる収入 3,516 －

その他 △389 △389

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,202,282 △752,439

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △8,872

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,297,219 △2,903,162

現金及び現金同等物の期首残高 6,507,298 7,269,646

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 7,804,518 ※ 4,366,483
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

流動資産 1,520千円 738千円

投資その他の資産 12,017 11,081

 

※２　買取債権

債権売却によって、オフバランスされている買取債権残高は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

 1,326,352千円 2,242,920千円

 

※３　シンジケートローン契約

前連結会計年度（平成26年３月31日）及び当第２四半期連結会計期間（平成26年９月30日）

当社は、３金融機関（以下「貸付人」という。）及びみずほ銀行（以下「エージェント」という。）と、

総額10,500,000千円のシンジケートローン契約を締結しており、本契約には以下の財務制限条項等がついて

おります。

財務制限条項等に抵触した場合、多数貸付人（総貸付高の67％以上）の請求に基づくエージェントの借入

人への通知により期限の利益を喪失します。

（借入人の確約）

各月末時点における担保対象買取債権の金額から預り金等反対債務の金額を控除した金額とみずほ銀行新

橋支店普通預金口座及び三井住友銀行新宿支店普通預金口座の残高の合計金額が総貸付残高の75％を下回ら

ないこと。

（注）前連結会計年度末の担保割合は108.0％、当第２四半期連結会計期間末の担保割合は94.9％でありま

す。

（担保制限条項）

当社は、本契約締結日以降、本契約が終了し、かつ貸付人およびエージェントに対する本契約上の全ての

債務の履行が完了するまで、多数貸付人およびエージェントが書面により事前に承諾しない限り、借入人ま

たは第三者の負担する債務（借入金債務、社債、保証債務、その他これらに類似の債務を含む）のために担

保提供を行わない。但し、次の各号のいずれかに該当する場合はこの限りではない。

①資産取得を目的とする借入金につき、かかる取得資産を担保提供する場合（但し、根担保の提供の場合

は、極度額は当該借入金の額を限度とする）。

②既に担保権が設定された資産を取得する場合（合併、会社分割または事業譲受に伴い既に担保権が設定

された資産を取得する場合も含む）。

③資産流動化の手法により資金調達を行う際に必要な限度で担保提供する場合（但し、根担保の提供の場

合は、極度額は当該資金調達の金額を限度とする）。

④本件納入企業以外の企業より当社が買取る債権を、本契約以外の資金調達を行う際に担保提供する場合

（但し、根担保の提供の場合は、極度額は当該資金調達の金額を限度とする）。

⑤本件と同一のアレンジャー（株式会社みずほ銀行及び株式会社三井住友銀行）により本契約に基づく借

入の借換が行われる場合において、当該借換による借入に基づく債権を担保するために担保提供する場

合。なお、当該担保提供については、本件担保関連契約との関係においても違反となるものではないこ

とを確認する。

（財務制限条項）

当社は、本契約締結日以降、本契約が終了し、かつ借入人が貸付人およびエージェントに対する本契約上

の全ての債務の履行が完了するまで、次の各号を遵守することを確約する。

①平成26年３月期決算（当該期を含む）以降、各年度の決算期の末日および第２四半期会計期間の末日に

おける連結の貸借対照表上の純資産の部の金額を負の値としないこと。

②平成26年３月期決算（当該期を含む）以降、各年度の決算期における連結の損益計算書に示される経常

損益が損失とならないようにすること。
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※４　当座貸越契約

当社及び連結子会社は、効率的な資金調達のために取引金融機関10行と当座貸越契約及び貸出コミットメ

ント契約を締結しております。これらの契約に基づく借入未実行残高は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

当座貸越極度額及び貸出コミットメ

ントの総額
8,484,000千円 9,877,000千円

借入実行残高 2,441,490 3,024,140

差引額 6,042,510 6,852,860

なお、これらの契約の一部には、連結及び単体の貸借対照表の純資産の部の金額や連結及び単体の損益計

算書の経常損益等より算出される一定の指標等を基準とする財務制限条項が付加されております。

 

※５　預り金

預り金に含まれている当社の支払代行業務にかかる一時預り金は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成26年９月30日）

 968千円 571千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
　　至 平成25年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

販売促進費 235,083千円 227,071千円

給料手当 141,761 167,055

賞与引当金繰入額 25,118 25,516

貸倒引当金繰入額 754 1,992

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

現金及び預金勘定 7,804,518千円 4,366,483千円

現金及び現金同等物 7,804,518 4,366,483

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

営業収益及び営業利益の合計額に占める「ＦＰＳ事業」の割合がいずれも90％を超えているため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日　至平成26年９月30日）

営業収益及び営業利益の合計額に占める「ＦＰＳ事業」の割合がいずれも90％を超えているため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 14円35銭 14円89銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 618,820 638,329

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 618,820 638,329

普通株式の期中平均株式数（株） 43,123,352 42,860,700

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 14円34銭 －

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 26,806 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

─────

 

─────

 

（注）１．当社は、平成26年２月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額を算定しております。

２．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年11月10日

アクリーティブ株式会社

取締役会　御中

 

ＵＨＹ東京監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 谷田　修一　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鹿目　達也　　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアクリーティブ

株式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成26年７月１日か

ら平成26年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アクリーティブ株式会社及び連結子会社の平成26年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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